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記事によると、政府関係者の解説として「リニアは軍事同盟の象徴」であると書い

ています。そう言えば今年５月、葛西会長がメンバーでもある安倍首相の私的諮問機関

「安全保障の法的基盤の再構築に関する懇談会」（安保法制懇）が、「集団的自衛権の行

使」を認める憲法解釈の変更を求めた報告書を首相に提出しました。その後の７月１日

安倍内閣は、国民の反対の声を無視して「集団的自衛権行使」を容認するという憲法解

釈に関する政府見解を閣議決定しました。自衛隊の海外での武力行使を可能とし、日本

を「戦争のできる国づくり」へとつくりかえたのです。リニアをそうした軍事行動にも

役立つようにとドス黒い野望を持ち、「（米国が日本の）同盟国で国益のベクトルが同じ」

などと安倍政権の下支えをする一部役員に操られた「リニア」計画は、きれい事ばかり

が聞こえてきますが、経営的にも平和的にも極めて危ない計画であるのではないでしょ

うか？

皆さんはどう考えますか！？


